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兵
》 一

糊
た
っ
て
も
、
そ
こ
に
わ
が
生
命
ご
通
ず
ろ
生
命
を
乖
取
し
た
の
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
の
枇
界
槻
は
枇
昇
の
生
動
的
（
島
目
昌
切
。
ｇ
な
把

夕
■
一
抄

握
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
Ｅ
が
で
き
る
。

、

た
ご
へ
自
然
に
お
い
て
生
凌
發
展
を
兄
一
。
と
し
て
も
、
な
ほ
そ
こ
に
解
罷
的
な
立
場
を
宿
し
て
、
自
然
現
象
を
向
上
發
展
の
諸
段
階
の

羅
列
ご
す
る
老
へ
方
も
成
立
す
る
の
で
あ
る
ｂ
し
か
し
ゲ
ー
テ
の
老
へ
方
は
決
し
て
さ
や
う
な
も
の
で
は
な
洗
っ
た
。
彼
の
兇
る
自
然
の

生
凌
發
鵬
は
、
た
ご
へ
ぱ
リ
ン
↓
ネ
の
械
物
分
類
學
に
お
け
る
や
う
な
自
然
の
系
列
で
は
な
く
て
、
一
の
根
元
の
命
の
鮒
鵬
す
る
現
象
の
純

歴
史
と
形
態
愛
化
四
一
ｅ
一
八
九
三
）

壺
一
型

／

歴
史
と
形
態
憂
化

一
一

ｌ
ゲ
ー
テ
研
究
の
一
節
ｌ
‐

佐
藤
通
次

日
魁
・

凸
二
Ｐ
ｐ
一

、

。
、
一

一一

形
態
鍵
化
（
旨
①
冨
冒
○
ｓ
旨
“
の
）
の
考
は
、
ゲ
ー
テ
が
自
然
研
究
に
お
い
て
逹
し
た
輝
か
し
い
想
念
で
あ
る
胸
そ
れ
は
自
然
を
解
鰡
的

に
部
分
的
な
存
在
に
固
定
し
て
見
る
仕
方
に
反
し
て
、
全
髄
的
な
生
命
ゼ
し
て
見
箔
の
で
あ
る
。
生
あ
る
も
の
ど
見
る
の
は
、
見
る
生
命

が
、
兄
ら
れ
る
自
然
に
お
い
て
自
己
に
對
す
る
對
等
の
生
命
を
見
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
命
の
一
敵
の
自
己
把
握
ご
な
り
、
從
っ
て
自
兇

の
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
僻
磯
的
な
兄
方
は
あ
く
ま
で
他
晃
α
立
場
に
き
ざ
ま
る
の
で
あ
る
が
ｂ
ゲ
ー
ー
プ
は
自
然
を
對
象
さ
す
る
に

句

’、

I

一

l

l
l：～

I
b

－



万

I
●

、
‐ ①ノ

り

、
ワ
ー
ー
ワ

｜
一
切
の
生
命
現
象
が
生
け
る
統
一
慨
の
發
展
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、
歴
史
ご
い
ふ
も
の
も
、
そ
れ
が
生
命
の
現
象
で
あ
る
か
ぎ
り
、
“
や
は

り
有
機
的
生
命
の
發
展
ご
し
て
見
ら
れ
る
ほ
か
は
な
い
こ
さ
ご
な
る
。
ゲ
ー
テ
は
世
界
を
有
機
的
に
把
握
す
る
上
の
考
を
、
更
に
存
在
の

全
領
域
に
及
ぼ
し
得
る
や
う
に
老
へ
た
。
「
わ
た
し
の
朧
理
は
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
通
合
し
、
一
切
の
６
の
を
開
明
す
る
」
こ
れ
は
『
伊
太
利

、

紀
行
』
に
見
え
る
ゲ
ー
ー
プ
の
自
侭
の
言
葉
で
あ
る
。

形
態
愛
化
の
老
は
、
存
在
を
生
成
ご
し
て
見
る
か
ら
、
解
朏
的
見
方
に
お
け
る
對
象
の
溶
間
的
固
定
に
反
し
て
、
存
在
を
時
冊
の
中
に

在
る
も
の
ど
見
る
。
リ
ン
ネ
式
の
系
列
の
老
で
は
、
發
於
の
時
間
的
契
機
す
ら
も
論
象
せ
ら
れ
て
、
時
間
の
縦
の
流
が
、
横
の
断
面
ざ
し

て
竝
列
せ
し
め
ら
れ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
が
、
ゲ
ー
テ
は
溌
に
發
展
に
お
け
る
統
一
を
兄
失
は
す
、
現
象
の
多
様
を
も
峠
一
回
て
こ
の
統
一
を

２

去
ら
ぬ
も
の
ど
し
て
把
握
し
た
。
統
一
を
失
は
い
現
象
の
開
展
は
ｂ
時
間
的
に
逆
綾
す
る
も
の
ど
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
間
に

、
い
て
雫
健
全
的
な
る
ど
こ
ろ
ゆ
存
在
で
あ
っ
た
。

や

Ｄ
一
七
八
四
年
六
月
十
七
日
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ク
ィ
ン
宛
番
補
。
同
年
十
一
月
十
一
日
へ
ル
ー
ブ
ル
宛
蒋
術
。

の
昌
画
凋
冒
①
３
口
目
胃
馬
菖
ｏ
口
９
（
麓
揃
と
反
禰
）
通
七
一
。
、

一

丈
學
研
究
節
三
十
三
岬
四
二
（
三
八
九
門
）

Ｏ
Ｊ
Ｆ
Ｉ
《

糞
州
で
あ
り
、
彼
の
兄
方
は
、
自
然
界
を
内
部
か
ら
、
「
そ
れ
自
身
の
中
か
ら
」
又
は
「
形
成
の
根
本
的
法
則
の
中
か
ら
」
そ
れ
の
猫
自

、

の
「
諾
訓
」
に
お
い
て
、
有
機
的
に
理
解
す
る
こ
Ｅ
で
あ
っ
た
。
然
ら
ば
有
機
的
ご
は
何
ぞ
。
ゲ
ー
テ
は
有
機
鴨
を
定
義
し
て
、
「
生
け
る
一

⑳

統
一
総
」
ご
名
．
つ
け
て
ゐ
る
。
即
ち
そ
れ
は
、
「
生
け
る
」
ご
い
ふ
意
味
に
お
い
て
は
動
的
で
あ
，
リ
、
「
統
一
鵲
」
で
あ
る
ご
い
ふ
軸
に
お

ノ

一
豊

〆

一
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一

す
べ
て
の
劣
叩
は
有
機
的
に
統
一
さ
れ
て
ゐ
る
．
こ
の
偏
念
か
ら
ゲ
ー
テ
は
人
川
の
及
び
そ
の
歴
史
の
發
展
を
、
他
の
一
切
の
自
然
的

事
物
ど
の
「
厳
辮
な
る
聯
關
の
下
に
」
理
解
し
よ
・
う
ご
力
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
勝
義
に
↑
や
け
る
人
澗
の
艤
呪
が
自
然
の
發
展
史

Ｄ

の
中
に
吸
收
さ
れ
、
人
間
の
生
の
開
朕
さ
生
物
的
生
へ
叩
の
張
展
ど
の
間
に
明
確
な
る
廠
別
が
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
ゲ
ー
テ
的
史
槻

蛮

雁
史
と
形
態
愛
化
四
三
（
三
八
九
五
）

、
コ
ッ
タ
版
粂
築
擁
二
十
七
巻
一
○
四
瓦
。

の
こ
こ
か
ら
「
根
源
現
象
」
の
考
が
生
じ
て
ゐ
る
。

■

▼

、

の
一
七
八
一
年
士
一
月
七
日
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
ィ

、

宛
番
前
。

の
○
．
ｇ
ｏ
畠
胃
）
己
昌
③
『
鴇
品
号
伽
少
冒
且
一
画
且
＄
（
西
欧

シ
ウ
⑦
ロ
＆
曽
丘
＄

、

（
西
欧

垂
や
け
る
生
成
が
人
事
で
あ
る
さ
き
、
こ
こ
に
本
来
の
意
味
に
楽
や
け
る
↑
朧
史
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
對
し
て
℃
自
然
ご
い
へ

ざ
も
時
間
的
生
成
を
成
す
も
の
ど
し
て
は
、
籏
義
に
坐
や
け
る
歴
史
の
生
を
示
現
す
る
こ
さ
ご
な
る
。
ゲ
ー
テ
は
人
間
の
歴
史
的
事
象
を
も

ロ
グ
●

自
然
現
象
に
含
め
て
老
へ
た
が
、
そ
の
事
は
ま
た
、
自
然
叫
象
を
も
あ
る
意
味
に
お
い
曇
て
雁
史
さ
し
て
捉
へ
汐
事
を
喪
に
作
な
っ
た
心
・
ゲ

マ
デ
■

－
テ
に
は
『
宇
術
に
開
す
る
物
語
』
（
両
。
９
画
旨
弓
の
罰
・
画
切
言
。
旨
』
一
）
の
榊
想
が
存
す
る
が
、
そ
の
草
案
や
断
片
は
、
仙
界
ご
い
ふ
こ
の

も
ｂ
ｂ
ｂ

「
奇
妙
に
複
合
さ
れ
た
球
」
を
探
究
し
、
そ
こ
に
お
け
る
一
切
の
簡
盈
の
も
の
を
全
く
歴
史
的
に
、
《
ご
い
ふ
の
は
「
枇
界
の
諸
時
期
に
對

脳
す
る
や
う
に
、
排
列
』
せ
ん
こ
す
る
憲
岡
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
軸
か
ら
オ
ス
ヴ
ル
ト
・
シ
ュ
。
ヘ
ン
グ
レ
ル
は
、
ゲ
ー
テ
を

「
自
然
の
惟
大
な
る
歴
史
家
」
ご
呼
ん
で
ゐ
る
。

、

の
没
落
）

〆

》
夫
人
宛
蒋
術
。
一
驚
八
二
年
十
月
二
十
七
日
及
び
一
七
八
○
年
十
月
十
一
日
メ
ル
ク

夕

節
一
巻
二
○
七
瓦
Ｑ
九
一
二
一
年
版
）

ノ

'

、｡
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、

可

、

。凸司

丈
學
研
究
姉
三
十
二
一
艸
四
門
｜
（
三
八
九
六
）

の
特
色
を
成
す
の
で
あ
る
．
ゲ
ー
テ
が
イ
タ
リ
ア
の
旅
に
お
い
て
、
古
代
の
大
い
な
る
美
術
作
加
川
を
見
て
、
．
「
人
剛
に
よ
っ
て
］
以
賓
の
自

２

然
的
法
則
に
從
っ
て
生
み
川
さ
れ
た
自
然
的
作
舳
」
ご
喚
批
し
宴
一
両
葉
に
は
、
自
然
に
随
順
す
る
人
間
の
事
行
が
、
自
然
的
展
開
さ
な
が

ら
の
妙
境
を
一
示
す
事
を
表
、
せ
る
も
の
ど
し
て
、
た
ご
へ
ぱ
親
礎
の
自
然
法
剛
を
聯
邦
唇
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
ゲ
ー
テ
に
あ
っ
て
は
ｂ
‐

一
一

・
・
『
自
然
」
ご
い
ゑ
一
両
葉
が
あ
く
ま
で
生
物
的
自
然
の
意
味
を
超
脱
せ
ぬ
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
親
驚
の
人
生
盤
駿
的
に
比
し
、
槻
雌
的
氣

‐
分
が
濃
く
、
親
驚
の
怖
意
的
に
比
し
、
知
的
色
彩
が
勝
つ
の
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
に
ご
り
愈
雁
史
は
生
が
自
己
自
身
を
愛
現
す
る
仕
方
な
の

ａ

、

ノ

ー
で
あ
り
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
仕
方
ご
同
じ
く
、
斯
誰
は
岐
も
庇
い
意
味
の
生
て
ふ
唯
一
の
概
念
に
從
脇
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
ッ
シ
ー

３

レ
ル
が
適
切
に
負
一
両
ひ
表
し
て
ゐ
る
や
フ
に
、
ゲ
ー
テ
は
常
に
自
然
的
形
態
を
生
の
形
態
さ
し
て
鱸
得
し
且
つ
解
樺
し
て
ゐ
る
如
く
に
ｂ

〆

‐
人
間
の
歴
史
的
生
活
形
態
を
も
、
そ
れ
自
身
の
中
に
上
昇
ご
下
降
ど
の
法
則
ご
尺
度
ご
産
も
つ
自
然
形
態
ご
し
て
把
握
す
る
の
で
あ
る
。

７
－
５

ゲ
ｋ
テ
に
ご
り
、
艤
史
の
原
動
力
は
、
す
べ
て
法
則
性
を
具
有
し
て
臨
む
「
働
く
自
然
」
↓
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｐ
●

Ｄ
、
一
七
八
門
年
の
術
丈
ご
胃
玩
烏
口
○
国
ロ
ー
【
（
花
棚
岩
に
つ
い
て
）
を
参
照
。
コ
ッ
ク
版
全
難
錐
四
十
巻
八
五
。

、
ろ
月
日
胃
口
昏
⑦
詞
①
胃
（
イ
タ
リ
ア
紀
行
）
コ
ッ
ク
版
余
築
塗
下
七
巻
一
○
八
瓦
。
．
｜

Ｌ

鋤
・
コ
ッ
タ
版
奈
集
第
三
十
九
巻
十
瓦
以
下
参
蝋
。
、

勺
園
９
ｍ
島
。
罰
ゞ
犀
の
岸
の
ヨ
仔
匡
旦
冒
旬
日
（
自
伽
と
形
式
）
一
九
一
七
年
版
二
八
五
瓦
。
一
、

の
Ｆ
ｇ
ｇ
四
コ
ロ
〕
Ｏ
Ｃ
Ｃ
号
。
”
。
①
の
。
三
島
嶬
匡
静
“
切
巨
。
、
旨
惇
Ｈ
①
ロ
．
Ｑ
２
目
缶
函
の
ロ
ヘ
ゲ
ー
テ
的
雁
史
把
握
要
術
）
九
七
ｎ
ｏ

・
四
。
↑

こ
こ
に
吾
交
は
ゲ
ー
テ
の
歴
史
観
に
對
す
る
批
判
に
移
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
歴
史
は
ゲ
ー
ー
プ
の
老
へ
る
ご
ど
く
、
単
に
生
成
す
る
も
の
で

の

一、

、
。

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
、

１
１

H

r

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｉ
１

■

や
ｄ
Ｊ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

１

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

ｈ

ｒ

Ｉ

ｌ

Ｉ
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ｒ

ｌ

０

ｆ
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ト

ト

ー

ｌ

ｌ

Ｉ
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ｌ

ｌ
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芦
画

’
あ
ら
う
か
。
歴
史
ば
述
絨
す
る
時
別
の
中
に
成
立
す
る
ご
い
ふ
而
か
ら
は
、
あ
く
ま
で
生
成
ご
老
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
は
オ
ノ

ヅ
カ
ラ
成
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
本
来
の
意
味
に
お
け
る
歴
史
、
即
ち
人
珊
の
事
象
ざ
し
で
の
歴
史
は
、
人
事
を
雑
す
ご
い
ふ
事
行
の
｝

↑
Ｐ

〆

．
●

潅
問
的
・
唯
洲
的
槌
系
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
ミ
ヅ
カ
ラ
の
》
立
任
の
立
場
が
含
ま
れ
る
〃
の
で
あ
る
。
歴
史
が
生
成
で
あ
る
さ
し
て
も
、

そ
の
生
成
は
自
覺
の
立
場
を
合
ま
狸
自
然
の
現
象
な
の
で
は
な
く
、
て
、
入
剛
の
ミ
ヅ
ヵ
ラ
の
事
行
の
亜
勝
笹
内
葬
、
こ
し
て
含
み
、
そ
れ
の

冊
系
的
州
鵬
ご
し
て
の
生
成
で
な
く
て
は
な
る
ま
い
○
ゲ
ー
テ
に
は
こ
の
軸
に
開
す
つ
ゎ
明
確
な
洞
察
が
乏
し
く
、
ゲ
ー
テ
の
老
へ
方
は
全

総
さ
し
て
人
事
を
自
然
の
中
に
渋
せ
し
め
る
こ
さ
に
倣
い
た
・
こ
の
傾
向
は
そ
の
蕊
に
、
人
間
を
禽
獣
ご
次
元
を
同
じ
く
す
る
生
駒
の
面

に
お
い
て
見
る
事
を
作
な
ふ
．
彼
は
生
物
研
究
に
お
い
て
、
人
川
を
禽
獣
の
連
続
的
發
展
の
系
列
に
世
い
て
老
へ
、
人
肌
の
別
顎
什
を
輩

言
．
兇
す
る
ご
い
ふ
功
絞
を
熟
げ
た
．
し
か
し
歴
史
を
老
へ
る
際
は
、
さ
う
い
ふ
見
方
で
・
は
な
く
、
人
間
を
禽
獣
を
次
元
的
に
蝉
え
る
生
命
ご

Ｄ

『

し
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
人
間
ざ
他
の
動
物
ざ
の
冊
儲
の
同
一
は
《
「
人
捌
は
動
物
ご
鮫
も
近
縁
の
も
の
で
あ
る
」
事
を
誰
・
明

勺

す
る
か
唐
知
れ
ぬ
が
．
動
物
の
肉
罷
的
鵬
成
は
そ
の
ま
ま
人
間
の
身
罷
的
本
髄
を
成
す
も
の
で
は
な
い
。
勿
術
．
歴
史
の
全
紐
は
生
成
の

洲
を
呈
し
、
ま
た
歴
史
は
自
然
的
條
件
に
大
い
に
制
約
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
制
約
さ
れ
る
ご
い
ふ
の
は
、
繋
縛
化
・
文
蝿
化
に
あ
る
ご

い
ふ
の
で
は
な
い
。
自
然
に
制
約
さ
れ
る
ざ
は
、
む
し
ろ
自
然
を
超
越
せ
ん
ご
す
る
主
柵
的
生
命
の
發
現
を
、
超
越
さ
れ
る
對
象
の
側
か

〆
。
ｏ

■
■

ら
喪
打
す
る
も
め
奄
し
て
老
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
｜
・

ゲ
ー
テ
が
人
問
を
動
物
の
一
砿
さ
し
て
老
へ
た
事
は
、
ゲ
ー
テ
這
批
ハ
に
自
然
の
形
態
礎
化
の
想
念
に
没
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
ヘ
ル
デ
ル
の

餅
い
た
『
歴
史
禰
學
へ
の
理
念
』
（
国
①
。
目
閣
員
弔
菖
ｏ
切
○
も
三
⑪
１
①
『
⑦
。
切
。
豆
。
胃
。
）
の
發
端
に
も
明
ら
か
に
遜
れ
て
ゐ
る
。
ヘ
ル
デ
ル
は

・
こ
こ
で
人
剛
の
猟
特
の
自
然
的
制
約
ご
柵
制
さ
を
老
へ
、
自
餘
の
生
物
ご
比
較
し
て
、
人
肌
笹
動
物
的
發
展
の
「
蕊
樋
の
肌
つ
両
取
後
の
肢
．

碓
史
と
形
態
愛
化
・
四
五
（
三
八
九
七
）

●

Ｉ
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｜
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｢

1

､

一

P

ダ
ダ
〆
Ｏ

ゲ
ー
テ
の
自
然
槻
は
有
機
的
自
然
槻
ご
稲
せ
ら
れ
る
。
艤
班
を
も
自
然
的
發
展
の
一
様
相
ご
し
て
解
す
る
彼
の
歴
史
槻
は
、
必
然
的
に

有
機
柵
的
歴
史
槻
ご
な
っ
た
Ｑ
ど
あ
っ
た
。
そ
の
事
を
明
ら
か
に
一
不
す
も
の
は
、
一
七
八
四
年
に
ゲ
ー
テ
が
『
秘
籍
』
（
の
①
胃
冒
国
富
。
）

の
題
の
下
に
拙
か
ん
ざ
し
た
陳
型
的
人
剛
フ
マ
ヌ
ス
（
国
巨
目
霞
旨
二
巴
の
性
格
で
あ
ら
う
。
こ
の
者
は
、
帥
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
凝
者
で
あ

り
聖
春
で
あ
り
、
す
べ
て
の
簡
人
の
歴
史
を
一
身
の
中
・
に
具
現
す
る
ご
錐
〈
に
、
十
一
‐
一
の
催
遊
士
の
姿
に
示
現
す
る
人
間
の
生
の
各
部
分
を
、

●

お
の
れ
の
中
に
告
知
す
る
も
の
で
あ
る
。

有
機
的
人
珊
槻
は
必
然
的
に
人
剛
の
簡
総
主
義
的
把
握
を
件
な
ふ
の
で
あ
る
。
な
ん
こ
な
れ
ば
、
有
機
繼
さ
は
そ
れ
自
身
の
生
け
る
統

節
」
ご
し
、
直
立
し
て
歩
行
す
る
動
物
ご
し
て
定
義
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ヘ
ル
デ
ル
の
こ
の
考
は
ゲ
ー
テ
の
自
然
研
究
か
ら
得
る
ご
こ
る

多
く
、
彼
は
一
七
八
四
年
五
月
の
初
旬
に
ハ
ー
マ
ン
に
對
し
て
、
ゲ
ー
テ
の
激
勵
の
言
葉
な
く
し
て
は
、
自
分
の
こ
の
森
（
弟
一
稲
）
は

「
生
ま
れ
ざ
る
も
の
の
其
府
」
（
国
員
。
“
号
の
。
琶
娠
①
宮
門
ｇ
ｏ
目
）
の
中
に
淵
ま
つ
た
だ
ら
う
ご
述
べ
、
ゲ
ー
テ
自
身
も
、
一
八
○
九
年
フ
ァ

２

ル
ク
さ
の
談
話
の
際
、
ヘ
ル
デ
ル
の
上
の
杏
の
鋪
一
巻
、
「
特
に
そ
の
發
端
に
は
Ｄ
わ
た
く
し
か
ら
出
た
理
念
が
多
い
」
山
を
語
っ
て
ゐ

。
｛

ノ

る
の
で
あ
る
。
，

や
』

Ｊ
一
七
八
門
年
十
一
月
十
七
日
ク
ネ
ー
ゞ
ヘ
ル
宛
神
簡
。

１

｛

わ
。

夕

乃
Ｑ
ｏ
ｍ
ｇ
の
の
⑦
の
号
烏
ｇ
》
四
口
“
“
昌
一
電
目
目
Ｑ
二
・
｝
〕
ｇ
諺
匡
い
”
”
昌
呂
の
回
国
匡
閨
日
日
の
ご
頤
の
鼻
の
岸
ぐ
○
口
言
．
国
。
：
（
錘
履
、
一
九
○
十
虚
．
）

』

、
錐
二
巻
二
六
通
画
。
同
じ
筒
所
に
な
ほ
「
こ
の
間
脳
は
術
晦
需
々
に
よ
っ
て
共
同
に
諭
談
さ
れ
た
１
－
と
い
ふ
言
葉
も
見
え
て
ゐ
る
。

●
。

丈

Ｉ
－
Ｘ
ｒ

ｊ
－

研

五
』

究

＝

錐

-1,

-8.02
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／

四
六
（
三
八
九
八
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苞

ノ

●

一
ご
し
て
老
へ
ら
れ
る
生
命
綴
で
あ
っ
て
、
他
の
生
へ
叩
総
さ
の
必
然
的
な
鑿
が
，
り
に
お
い
て
老
へ
ら
れ
る
も
の
で
な
い
が
ら
で
あ
る
。
ｒ

●

の
老
へ
方
は
、
多
く
の
純
人
の
超
越
的
統
一
を
、
簡
人
の
奥
に
求
め
よ
う
さ
す
る
。
そ
こ
に
「
原
型
』
の
祁
心
念
が
立
つ
の
で
あ
る
が
画
こ

〆
ロ

の
曄
鯏
的
人
刑
は
、
あ
く
ま
で
槻
察
の
容
柵
で
あ
り
、
從
っ
て
對
象
性
を
脱
す
る
こ
Ｅ
が
な
い
の
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
の
原
型
人
の
考
は
℃

〆
や自
然
研
究
に
お
け
る
根
源
現
象
の
老
Ｅ
同
じ
く
、
プ
ラ
ト
ン
的
イ
デ
ア
の
想
念
に
通
ず
る
も
の
ご
兄
ら
れ
よ
う
。
但
し
プ
ラ
ト
ン
に
お
い

ロ
グ

て
は
、
イ
デ
ア
は
あ
く
ま
で
形
粥
無
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ゲ
ー
テ
に
お
い
て
は
℃
イ
デ
ア
す
ら
も
形
催
的
に
老
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

す
べ
て
の
原
型
的
人
間
は
簡
盈
の
人
間
の
奥
に
老
へ
ら
れ
る
理
想
の
姿
で
あ
っ
て
、
簡
凌
人
は
い
づ
れ
も
不
完
全
な
も
の
で
あ
●
り
、
こ２

の
理
想
的
人
珊
の
低
次
の
反
映
な
の
で
あ
る
。
「
釜
攪
な
る
も
の
は
些
皿
て
一
の
全
総
で
は
な
い
」
（
含
“
⑦
自
噴
①
曽
凰
。
・
旨
。
画
昌
。
”
）

し
か
し
す
べ
て
の
災
族
・
す
べ
て
の
時
代
は
、
人
剛
の
腺
型
ご
歴
史
の
原
型
ご
ど
百
千
の
多
様
な
姿
で
映
す
も
の
で
あ
る
。
フ
マ
ヌ
ス
は

■
■
ｇ
空
缶

一
到
言
る
庭
で
生
き
て
ゐ
る
。
一
斗
皿
盈
は
こ
の
フ
マ
ヌ
ス
の
生
に
興
る
さ
き
、
純
人
間
に
立
返
り
縛
る
で
あ
ら
う
．
・

Ｐ

か
く
し
て
、
・
人
州
の
原
型
を
簡
人
の
奥
に
見
る
老
は
、
人
間
の
理
想
を
純
人
間
ご
し
て
立
て
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
は
ヴ
ィ
ン

ケ
ル
マ
ン
、
ヘ
ル
デ
ル
及
び
新
人
文
主
義
者
た
ち
の
す
べ
て
ご
軌
を
同
じ
く
し
て
、
人
↓
間
の
理
想
を
古
代
人
に
兄
た
の
で
あ
る
。
古
代
を

■

槻
照
す
る
こ
ご
に
お
い
て
人
は
「
妓
も
純
粋
な
舩
態
に
あ
る
人
間
の
も
Ｅ
に
連
れ
戻
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
観
察
新
自
身
が
生
き
生

き
ご
皿
つ
純
人
悶
的
ご
な
↓
ご
↓
・
ぬ
０

－， 『

０
コ
ッ
ク
版
粂
築
錐
一
巻
二
八
七
頁
以
下
。

り
．
『
イ
タ
リ
ア
紀
行
』
コ
ッ
ク
版
笙
不
七
巻
四
頁
Ｑ
七
八
七
年
へ
ル
デ
ル
宛
の
杵
簡
）
。

幻
．
『
イ
タ
リ
ア
紀
行
』
コ
ッ
ク
版
節
二
十
七

の
同
上
、
二
六
七
頁
一
口
七
八
八
年
四
月
）

雁
史
と
》
形
態
愛
化
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江
見
は
ゲ
ー
テ
ピ
は
別
に
、
人
間
の
簡
性
の
多
様
及
び
現
象
の
多
彩
を
州
展
す
る
根
元
の
一
を
Ｄ
前
に
立
て
て
見
る
ご
い
ふ
こ
ど
を
せ

ず
に
、
こ
れ
を
背
後
に
立
つ
も
の
ど
し
て
背
負
ふ
こ
ご
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
根
元
の
一
は
、
わ
が
主
槻
の
中
に
包
搬
さ
れ
る
事

を
免
れ
て
、
炭
に
超
越
的
な
生
命
ご
し
て
立
・
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
超
越
的
な
生
命
を
負
ふ
わ
れ
は
、
そ
の
生
命
よ
り
開
展
せ

る
も
の
ど
し
て
、
そ
れ
に
お
い
て
わ
が
親
を
仰
ぐ
の
で
あ
る
。
但
し
、
仰
ぐ
ざ
言
っ
て
も
、
背
後
に
立
つ
わ
が
親
は
こ
れ
を
わ
が
眼
に

ょ
戸
て
兄
る
妻
壹
』
ざ
は
で
き
ぬ
が
、
こ
れ
を
億
排
す
る
事
を
帳
に
兄
る
に
よ
っ
て
表
し
て
、
・
仰
ぎ
見
る
ご
い
ふ
の
で
あ
る
．
わ
が
前
に
立

つ
も
の
含
・
目
①
冒
冒
巴
は
す
べ
て
我
に
よ
っ
て
低
次
の
も
の
さ
し
て
見
下
さ
れ
る
が
、
わ
が
背
後
の
も
の
は
い
は
ぱ
兄
上
げ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
・
一

あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
原
型
的
人
間
の
い
は
ぱ
形
態
鍵
化
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

簡
盈
の
史
資
に
部
し
て
・
水
速
の
理
念
今
ぜ
表
現
す
る
ざ
い
ふ
こ
さ
は
り
す
↑
ぺ
て
の
藝
術
的
形
成
に
通
ず
る
の
で
あ
る
が
、
歴
史
に
對
し
て

か
く
形
成
的
立
場
に
立
つ
以
外
の
見
方
を
な
さ
な
か
っ
た
の
が
ｂ
ゲ
ー
テ
の
特
色
で
あ
り
、
．
そ
れ
は
ま
た
、
彼
の
腰
襲
概
の
、
遡
っ
て
は

彼
の
自
然
槻
の
常
然
の
蹄
結
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
に
シ
ル
レ
ル
‐
の
歴
史
研
究
の
如
き
業
紙
の
無
い
事
も
、
こ
こ
か
ら
理
解
し
得

る
で
あ
ら
う
。

2） 1）

コ
ッ
タ
版
箙
二
巻
九
四
頁
。

同
上
第
一
巻
五
頁
。
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Ｐ

Ｐ↓毎ｅｅ《

己釦”宝品 稗にやく里 蕪里幻。。‐こ

〉皇ロ心Ｊ 三塁Ｐ心。．

㈹戸漿骨、Ｑ

邪囚静やｅ ↑〆壼ｅ幻や い、岬〕星Ｓ

三舎侶棚。 幻Ｐｒやや ＳｅＳ向鰻 や緯蛉．望迄．

岬葛篭〉一 過雲一Ｐ．窯↑

罫ｅｕ蚤幻

釦嵯Ｊ製・雑 鱈矧ＵＰ・

猯一毎」。平《毎程

忌哩蝿蹄聿 ｗ締令埋州 。ＰｈＦ八Ｖや

幻Ｐ紬稗四 台．〉ソ、”泉

や饗幻叡淋・・や
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ら
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い
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こ
の
史
槻
の
蛮
現
が
即
ち
皇
國
日
本
で
あ
る
。
そ
こ
に
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っ
て
心
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切
の
歴
史
的
生
命
を
州
展
す
る
根
源
の
生
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み
狸
や

命
は
、
川
・
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。
Ⅶ
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で
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ト
今
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し
て
働
き
、
剛
展
せ
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る
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の
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は
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す
る
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皇
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す
る
震
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て
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の
創
造
を
菅
む
の
で
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る
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概
又
は
創
逝
史
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